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は
じ
め
に

筆
者
は
、
か
つ
て
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
柳
原
家
僕
定
（

　1
）
」
を
も
と

に
、
幕
末
期
の
堂
上
公
家
、
柳
原
家
の
家
臣
編
成
と
家
法
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
一
考
察
を
お
こ
な
っ
た
（

　2
）
。
公
家
家
臣
の
編
成
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
が
（

　3
）
、
未
だ
十
分
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
く
、
ま
た
時
期
的
な
変
化
に
つ
い
て
も
研

究
蓄
積
が
不
足
し
て
お
り
、
家
臣
を
含
め
た
公
家
家
政
の
実
態
解
明
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
公
家
家
法
の
制
定
が
い
か
に
な
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
享
保
期
の
一
条
家
、
宝
暦
期
の
三
条
家
、
寛
政

期
の
今
出
川
家
の
ほ
か
（

　4
）
、
文
化
期
以
降
成
立
の
広
幡
家
の
事
例
が
知

ら
れ
る
が
（

　5
）
、
未
だ
実
態
解
明
す
べ
き
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
「
菊
亭
文
庫
」
の
「
日
次

記
（

　6
）
」
を
も
と
に
、
幕
末
期
の
今
出
川
家
家
臣
の
編
成
や
家
政
と
家
法

に
つ
い
て
一
考
察
を
お
こ
な
い
た
い
。

一　

「
日
次
記
」
の
記
述
と
今
出
川
家
家
政

今
出
川
家
は
家
格
が
清
華
家
で
、
家
系
は
閑
院
家
（
西
園
寺
庶

流
）
、
禁
裏
小
番
は
内
々
、
家
禄
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
時
に

一
六
五
五
・
八
石
で
あ
る
（

　7
）
。
す
で
に
拙
稿
で
、
天
明
・
寛
政
期
の
今

出
川
家
の
家
臣
が
諸
大
夫
・
家
礼
之
諸
大
夫
・
侍
・
用
人
・
近
習
・
外
様

ま
た
は
表
者
と
い
っ
た
階
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
家
臣
編
成
だ
と
い
う

点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
（

　8
）
。

天
明
・
寛
政
期
の
今
出
川
当
主
、
今
出
川
実
種
（
宝
暦
四
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〈
一
七
五
四
〉
～
享
和
元
〈
一
八
〇
一
〉
年
）
の
日
記
（

　9
）
の
冒
頭
に

は
、
親
族
だ
け
で
な
く
「
家
僕
」
と
記
さ
れ
る
家
司
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
う
ち
寛
政
二
年
と
寛
政
一
二
年
を
抽
出
し
て
掲
げ

る
と
、
表
１
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
寛
政
二
年
に
加
え
て
寛
政

一
二
年
も
掲
載
し
た
の
は
、
寛
政
七
年
に
一
条
忠
良
の
も
と
か
ら
時
季
が

末
子
と
し
て
養
子
入
り
し
、
同
一
一
年
に
日
野
資
矩
女
（
寿
栄
君
）
が
猶

子
に
迎
え
ら
れ
、
同
一
二
年
に
孫
房
君
（
尚
季
女
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
寛
政
五
年
か
ら
寛
政
一
〇
年
ま
で
は
実
種
が
議
奏
を
務
め
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
寛
政
前
期
と
後
期
と
は
家
政
の
あ
り
方
に
違
い
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

表
１
を
見
る
と
、
諸
大
夫
は
山
本
・
石
田
・
中
川
・
植
田
家
か
ら
毎
年

七
、
八
名
が
、
侍
は
山
本
・
湯
口
・
中
村
（
他
の
時
期
に
は
植
田
家
の
場

合
も
あ
り
）
か
ら
二
名
が
任
じ
ら
れ
、
ほ
か
に
近
習
、
青
侍
、
禎
子
付
、

女
房
、
家
礼
、
隠
居
な
ど
の
別
が
あ
っ
た
。
禎
子
付
と
あ
る
の
は
、
正
室

禎
子
が
水
戸
藩
徳
川
宗
翰
の
女
国
姫
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
戸
家
か
ら

供
奉
し
て
き
た
家
臣
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
時
の
家
臣
は
五
三
名
で
、
寛
政
一
二
年
時
は
六
五
名
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
人
数
の
増
加
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
隠
居
し

た
者
の
七
名
分
も
考
え
ら
れ
る
が
、
女
房
の
人
数
が
若
干
減
少
す
る
一

方
、
禎
子
付
の
人
数
が
倍
増
し
た
点
が
大
き
な
変
化
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
間
、
子
ど
も
が
増
え
、
養
子
・
猶
子
が
増
え
て
い
く
こ
と
な
っ

た
こ
と
が
家
臣
全
体
の
総
枠
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。本

稿
の
分
析
対
象
と
す
る
「
日
次
記
」
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
よ

り
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
三
）
ま
で
残
る
。
日
付
の
箇
所
に
日
記
を
記
し

た
「
当
番
」
の
名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
前
ご
と
に
筆

跡
が
異
な
る
こ
と
や
、
一
つ
書
き
で
「
御
使
」
「
窺
参　

殿
」
「
聖
廟
へ

御
代
拝
」
「
拝
診
」
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
当
番
の
箇
所
に
「
備
後
守
」

「
長
門
守
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
出
川
家
当
主
の
日
記

で
は
な
く
、
今
出
川
家
家
臣
の
諸
大
夫
等
が
記
す
役
所
日
記
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

「
日
次
記
」
天
保
三
年
二
月
四
日
条
（
整
理
番
号
一
一
九
三
）
に
は
、

「
例
年
之
通
、
二
月
朔
日
改
ニ
而
諸
大
夫
・
侍
官
位
年
齢
書
御
差
出
之

事
」
と
記
さ
れ
、
議
奏
万
里
小
路
建
房
に
諸
大
夫
・
侍
の
名
簿
を
提
出
し

て
お
り
、
こ
の
情
報
を
も
と
に
す
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で

き
る
。

表
２
の
ご
と
く
、
諸
大
夫
、
侍
の
別
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
近
習
以
下

の
者
た
ち
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
近
習
ま
た
は
青
侍
」

「
女
房
」
と
い
う
括
り
で
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。
諸
大
夫
と
侍
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
寛
政
期
同
様
、
諸
大
夫
は
山
本
・
石
田
・
中
川
・
植
田
家
か

ら
任
じ
ら
れ
る
も
、
侍
は
山
本
・
湯
口
・
中
村
は
同
様
だ
が
、
上
原
・
植

西
家
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
記
載
が
家
臣
全
体
を
示
し
て
い
る
か
は
不

詳
だ
が
、
寛
政
期
の
家
臣
編
成
よ
り
は
若
干
縮
小
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
え

る
（

　10
）
。

表
２
の
天
保
二
年
次
の
諸
大
夫
の
中
川
任
重
の
場
合
、
一
九
歳
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
侍
の
湯
口
好
直
が
連
名
し
て
い
る
こ
と
、
同
じ
く
諸
大
夫

植
田
成
徳
二
五
歳
の
場
合
も
、
侍
の
上
原
房
明
六
九
歳
が
連
名
し
て
い

る
。
そ
し
て
同
年
三
月
六
日
条
で
は
、
当
番
の
箇
所
が
湯
口
好
直
の
み
で

「
依
所
労
不
参
備
後
守
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
も
、
「
日
次
記
」
が
諸
大
夫
と
侍
が
家
政
を
記
録
し
た
も
の
だ
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三

表１．寛政期の今出川家家臣一覧

山本親臣 従四位下 62 山本親臣 正四位下 72
中川嘉時 従四位下 53 山本順親 正五位下 56
山本順親 従五位上 46 石田為治 郡代、正五位下 59
石田為治 従五位下 49 山本親師 修理、従五位上 33
中川定志 従五位下 26 石田安治 従六位上 18
山本親師 正六位下 23 植田成章 元方・納戸 32
植田存経 正六位下 40 中川定春 従六位上 12

山本周親 従六位上 11
山本直安 正六位下 71 湯口篤敬 従六位下 46
湯口堯籌 従六位下 53 中村義令 従六位下 47
中村義令 用人 37 波多野成章 納戸・蔵方 22 長野氏一 台所・元方・蔵方 51 伊藤承定 修理 30
長野氏一 台所・納戸 川口正秀 21 堀清周 64 湯口直好 19
堀清周 修理職 53 中川定保 18 長谷川古顕 44 中村義信 19
本多守序 台所・納戸 山本次政 蔵方 川口正秀 納戸 31 本多正春
長谷川古顕 三輪有積 代官・修理職 中川定保 代官 28 山本為次
円山通見 59 村上米五郎 上原房明 蔵方・台所 38
上原辰房 隠居 53 上原房明 内藤秀勝 台所・元方・代官 38
玉井武成 田村九十九忠正 26
山本七郎 榊登徳 30

本多正宿 18
湯口兼之 伝代 安藤内匠 伝代 越貞斎 医師
丹生慎庵 医師 安嶋七郎右衛門用人 信子（民尾） 若年寄 40
村松勝親 用人 村松此西 奥番 長子（久尾） 表使 30
竹隈弾右衛門 右筆 片島定右衛門 喜勢 23
安田藤十郎 勘使 竹内義助 志計 17
福嶋儀助 武隈弾右衛門 取次 宇多 17

野綱鉄之助 八千代 14
武隈秀蔵 留与

房子(川口正税女)：老女 68 芳子（花子妹）侍女 40 房子 老女、隠居 78 堅子（久米） 45
茂子 老女 74 柳子 侍女 20 時子 老女 33 則子（万喜） 25
有子 若年寄 39 安子 侍女、膳所人 17 崎子 若年寄 30
守子（八重） 表使 35 石：正姫乳母 侍女 17 守子（浅野） 表使・隠居 45
花子（久） 侍女 吟：俊姫乳母 侍女 30 藤子（関屋） 侍女 17
愛子 侍女、表使 佐濃 侍女 24 幸子（八重） 29
増子 侍女 24 信子 侍女 29 茂子（久） 40
幸子 侍女 24 安子（多喜） 17
堀川忠弘 正五位上 45 堀川重弘 従五位下 23
堀川重弘 正六位上 13 秦武重 正六位下
三浦伊織 武静 従六位下
三輪式部 円山将曹
円山泰次郎 三浦伊織
酒井右膳 吉田宰起
内藤蔵人 片山瀬平

中川定志 従五位上 36
堀川宗甫 入道四位忠弘 54
河野莉山 刑部入道通兄 69
本多守序 64
山本義武 38
村上義武 32
伊藤理仲 72

＊１ 「実種公記」の記述をもとに作成（数字は年齢を表す）

女
房

家
礼

隠
居

寛政12年寛政２年
諸
大
夫

侍

近
習

青
侍

禎
子
付

3

表1　寛政期の今出川家家臣一覧
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表２．天保～慶応期の今出川家家臣一覧
天保3年 安政5年 文久3年 元治元年 慶応4年

山本親道
従五位上
右京亮伊豆守

33 山本親道
右京亮
伊豆守

石田吉治
豊後守

石田吉治
豊後守

58 (石田吉治)
豊後守

(石田吉治)
豊後守

(石田吉治)
豊後守

(石田吉治)
豊後守

(石田吉治)
豊後守

石田吉治
正六位下
豊後守

27 石田吉治
豊後守

植田成徳
長門守

植田成徳
長門守

56 (植田成徳)
長門守

(植田成徳)
長門守

(植田成徳)
長門守

(植田成徳)
長門守

(植田成徳)
長門守

中川任重
備後守

19 中川任重
備後守

中川定静
肥後守

中川定静
肥後守

35 中川定静
肥後守

中川定静
肥後守

中川定静
肥後守

中川定静
肥後守

中川定静
肥後守

植田成徳
従六位上
長門守

25 植田成徳
長門守

植田成脩
筑前守

植田成脩
筑前守

25 植田成脩
筑前守

植田成脩
筑前守

植田成脩
筑前守

植田成脩
筑前守

植田成貞
筑前守

山本親義
伊勢守

23 山本親義
伊勢守

山本親義
伊勢守

山本親義
伊勢守

山本親義
伊勢守

山本親義
伊勢守

湯口好直
従六位上
出羽介

53 湯口好直
出羽介

植西明信
近江介

植西明信
近江介

74 (植西明信)
近江介

(植西明信)
近江介

(植西明信)
近江介

上原房明
従六位下
丹波介

69 上原房明
丹波介

山本明命
筑後介

山本明命
左衛門権
大尉

63 山本明命
左衛門権大
尉

山本明命
左衛門権大
尉

山本明命
左衛門権大尉

山本明命
左衛門権大尉

山本明命
左衛門権大
尉

中村温知
安房介

49 中村温知
安房介

中村温知
安房介

中村温知
安房介

中村温知
安房介

中村温知
安房介

植西明俊
薩摩介

44 植西明俊
薩摩介

植西明俊
薩摩介

植西明俊
薩摩介

植西明俊
薩摩介

植西明俊
薩摩介

長野織部 中村右兵衛 長野織部 長野織部 長野織部 田中蔵人 長野織部 田中蔵人
波多野縫殿 植西右衛門 波多野縫殿 波多野縫殿 波多野縫殿 柏木宮内 波多野縫殿 柏木宮内
本多外記 長野織部 本多外記 本多外記 本多外記 高橋主鈴 本多外記 高橋主鈴
松本雅楽 波多野縫殿 松本雅楽 松本雅楽 松本雅楽 大沢大炊 松本雅楽 藤井大炊
長谷川隼人 本多外記 長谷川隼人 長谷川隼人 長谷川隼人 大西要人 長谷川隼人 矢田主殿
堀勘解由 松本雅楽 堀勘解由 堀勘解由 堀勘解由 奥田伊織 堀勘解由 大西要人
川口主税 長谷川隼人 川口主税 川口主税 川口主税 小笹忠二郎 川口主税 奥田伊織
村上中務 村上左京 村上中務 村上中務 村上中務 大西仙二郎 村上中務 小笹忠二郎
円山主税 川口右京 円山主税 円山主税 山本次郎兵衛 円山主税 大西仙二郎
植西右衛門 湯口修理 植西近江介 植西右衛門 人見泰蔵 藤木次郎七 植西右衛門 山本次郎兵衛
隠　長野玄昌 山本左近 長野玄昌 隠　長野玄昌望月兵部 山本栄二郎 湯口采女 藤木次郎七
浜崎主水 人見泰造 浜崎主水 浜崎主水 田原兵庫 河村勘兵衛 人見泰造 山本栄二郎
堀川但馬守 望月玉泉 堀川但馬守 高橋自馬 増田徳兵衛 望月兵部 河村勘兵衛

平柳上部 高橋自馬 増田徳兵衛
佐竹主馬 老女三河 老女三河
大沢大炊 老女園浦 老女花崎
奥田頼母 まい こと
大西数馬 なを 久
奥田伊織 いそ 松本雅楽
小笹忠二郎 いし 八重
井内権之進 ひさ なを
山本治郎兵衛 金助 つね
片岡伊兵衛 縁 かつる
藤木治郎七 小蝶 小頭
川村甚兵衛 飯貰

＊１ 「菊亭文庫」の「日次記」の記述をもとに作成（数字は年齢を表し、カッコ書きの人名は隠居者を表す）
＊２ 安政5年次の「近習または青侍」の箇所はすべて近習または青侍（「女房」の名前は無し）

慶応2年
諸
大
夫

侍

女
房

近
習
ま
た
は
青
侍

天保2年 文久2年 慶応元年

表2　天保～慶応期の今出川家家臣一覧



　
　
　
桜
美
林
大
学
研
究
紀
要 

人
文
学
研
究
　
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

－ 301（5） －

五

と
判
断
で
き
る
。

一
方
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
二
月
二
二
日
条
（
整
理
番
号

一
三
〇
六
）
に
は
、
和
宮
降
嫁
の
江
戸
下
向
に
と
も
な
う
今
出
川
家
供
方

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
諸
大
夫
（
石
田
吉
治
・
中
川
定
静
・
山

本
親
義
：
前
駆
）
三
人
、
雑
掌
一
人
、
用
人
二
人
、
医
師
一
人
、
針
治
一

人
、
近
習
（
側
目
付
加
番
共
）
一
六
人
、
青
士
六
人
、
小
頭
四
人
、
刀
指

（
諸
大
夫
以
下
之
供
共
）
三
八
人
、
下
部
三
三
人
、
合
士
分
以
上
三
〇

人
、
小
頭
以
下
七
五
人
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
平
常
時
の
家
臣
の
総
体

と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
概
ね
寛
政
期
の
総
数
に
近
く
、
大
き
な
総
数
の

変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

「
日
次
記
」
に
は
、
公
家
、
禁
裏
、
院
と
の
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
非
蔵
人
口
へ
の
使
い
の
ほ
か
、
諸
公
家
・
武
家
と
の
贈
答
関
係
、
訃

報
・
慶
事
関
係
の
記
事
、
さ
ら
に
は
京
都
所
司
代
や
禁
裏
附
と
の
連
絡
な

ど
が
逐
次
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
公
家
の
場
合
、
摂
家
の
一
条
家
・
鷹
司
家
、
清
華
家
の
徳
大
寺

家
・
西
園
寺
家
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
述
は
多
い
。
実
際
、
今
出
川
公
久

（
一
八
〇
六
～
一
八
三
六
年
）
母
が
鷹
司
輔
平
女
致
子
、
公
久
弟
（
賀

麿
）
が
鷹
司
政
熙
末
子
、
今
出
川
実
順
（
一
八
三
二
～
一
八
六
四
年
）
室

が
鷹
司
政
通
女
美
津
子
、
今
出
川
脩
季
（
一
八
五
七
～
一
九
〇
五
年
）
が

実
鷹
司
輔
熙
末
子
で
、
母
が
鷹
司
政
通
女
粲
（
一
条
忠
良
女
崇
子
）
、

今
出
川
公
規
（
一
六
三
八
～
一
六
九
七
年
）
は
徳
大
寺
公
信
男
、
今
出

川
伊
季
（
一
六
六
〇
～
一
七
〇
九
年
）
女
が
西
園
寺
公
晃
室
、
今
出
川

誠
季
（
一
七
一
三
～
一
七
四
六
年
）
父
が
西
園
寺
致
季
、
今
出
川
実
種

（
一
七
五
四
～
一
八
〇
一
年
）
が
西
園
寺
公
晃
男
、
実
種
女
光
子
が
徳
大

寺
公
迪
室
な
ど
の
よ
う
に
、
上
記
四
家
と
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
相
互

に
縁
戚
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。

武
家
と
の
関
係
で
は
、
水
戸
家
や
一
橋
家
、
紀
伊
家
、
尾
張
家
な
ど

御
三
家
・
御
三
卿
な
ど
と
縁
戚
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
今
出
川
公
詮

（
一
六
九
六
～
一
七
三
一
年
）
女
徳
子
が
紀
州
藩
徳
川
宗
将
室
、
今
出
川

誠
季
女
定
子
が
紀
州
藩
徳
川
治
貞
（
伊
予
西
条
藩
松
平
頼
淳
）
室
、
今
出

川
公
規
女
季
が
水
戸
藩
徳
川
綱
條
室
、
今
出
川
実
種
室
が
水
戸
藩
徳
川
宗

翰
女
禎
子
、
今
出
川
公
久
女
美
賀
子
（
養
父
が
一
条
忠
香
）
が
一
橋
慶
喜

室
、
公
規
女
が
常
陸
府
中
藩
松
平
頼
明
（
徳
川
頼
房
の
孫
松
平
頼
福
男
）

室
、
今
出
川
公
言
（
一
七
三
八
～
一
七
七
六
年
）
女
忠
子
が
伊
予
西
条
藩

松
平
頼
謙
（
徳
川
宗
将
男
）
室
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
井
伊
家
・
京
極
家
・
吉
川
家
・
前
田
家
・
池
田
家
・
伊
達
家

等
と
の
交
流
の
記
載
が
み
ら
れ
、
今
出
川
実
順
か
脩
季
か
の
息
子
が
越
後

与
板
藩
井
伊
直
安
の
養
子
、
今
出
川
経
季
（
一
五
九
四
～
一
六
五
二
年
）

室
が
小
浜
藩
京
極
高
次
女
、
公
規
室
が
丸
亀
藩
京
極
高
和
女
宮
子
、
公
規

母
が
岩
国
藩
吉
川
広
正
女
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
縁
戚
の
鷹
司
政
通
や
徳
川

斉
昭
を
通
じ
て
、
加
賀
藩
前
田
慶
寧
の
継
室
範
姫
が
鷹
司
政
通
養
女
、
鳥

取
藩
池
田
慶
徳
の
父
が
徳
川
斉
昭
、
仙
台
藩
伊
達
慶
邦
室
が
鷹
司
政
煕
の

女
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
確
認
で
き
る
。

「
日
次
記
」
天
保
七
年
一
一
月
二
五
日
条
（
整
理
番
号
一
二
一
二
）
に

よ
れ
ば
、
今
出
川
公
久
が
天
保
七
年
八
月
一
七
日
、
三
一
歳
で
没
し
て
か

ら
四
九
日
が
経
ち
、
「
故
御
所
様
為
御
遺
物
被
進
、
左
之
通
」
と
い
う
こ

と
で
、
形
見
分
け
と
し
て
「
水（

徳
川
斉
昭
）

戸
様
」
「
松
平
左（

頼
学
）京

大
夫
」
「
京
極
長（

高
朗
）門

守
」
「
紀（

徳
川
斉
順
）

伊
様
」
「
松
平
式（

頼
啓
）部

大
輔
」
「
京
極
壱（

高
賢
）岐

守
」
「
吉
川
監（

経
幹
）物

」

等
に
、
花
生
や
料
紙
箱
、
煙
草
盆
な
ど
の
品
物
を
分
け
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
密
接
な
縁
戚
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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六

こ
う
し
た
親
戚
筋
の
武
家
に
よ
る
経
済
的
な
助
成
に
つ
い
て
は
、
別
途

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
六
日
条
（
整

理
番
号
一
三
二
六
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。　

　

口
上
之
覚

昨
冬
御
助
成
之
儀
、
御
頼
之
廉
茂
御
座
候
ニ
付
、
此
度
国
産
砂
糖
入

札
、
来
ル
三
月
十
日
初
会
相
催
候
ニ
付
、
御
懸
リ
御
役
人
之
内
、
乍

御
苦
労
御
出
張
ニ
被
下
候
様
在
所
表
ゟ
申
越
候
間
、
此
段
奉
願
候
、

以
上
、

　

二
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

京
極
佐
渡
守
留
守
居　

永
田
彦
四
郎

右
史
料
に
よ
れ
ば
、
丸
亀
藩
の
京
都
留
守
居
永
田
彦
四
郎
か
ら
の
文
書

が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
昨
冬
御
助
成
之
儀
」
「
御
頼
之
廉
」
と
記
さ

れ
、
国
産
砂
糖
の
入
札
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
今
出
川
家
諸
大
夫

に
出
張
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
詳
述
で

き
な
い
が
、
ま
ず
は
経
済
的
な
助
成
を
縁
戚
の
京
極
家
に
様
々
に
依
頼

し
て
い
る
状
況
の
一
端
が
伺
え
る
（

　11
）
。
こ
の
ほ
か
、
菩
提
寺
の
本
圀
寺

（
　12
）
を
は
じ
め
、
鎮
守
、
上
御
霊
社
、
庚
申
堂
、
薬
師
堂
と
の
交
流
を
示

す
記
述
が
み
ら
れ
る
。

今
出
川
家
家
臣
編
成
に
関
し
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
当
主
の
代
替
わ

り
等
の
機
会
に
、
人
事
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
幕
末
期

の
今
出
川
家
の
場
合
、
当
主
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
お
り
、
今
出
川
公

久
の
場
合
、
天
保
七
年
八
月
一
七
日
に
三
一
歳
で
没
し
た
。
公
久
が
亡
く

な
っ
て
百
箇
日
が
過
ぎ
た
段
階
で
、
「
日
次
記
」
天
保
七
年
一
二
月
二
五

日
条
（
整
理
番
号
一
二
一
二
）
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。

一
御
使　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
備
後
守
隼
人

右
者
、
先
達
而
ゟ
不
慎
ニ
付
、
差
控
被
仰
付
候
処
、
以
御
憐
愍
今

日
差
控
被　

免
、
自
今
未
勤
被　

仰
付
、
且
遠
方
他
出
被
相
止

候
、
賜
物
六
石
被
下
之
候
事
、
但
、
右
之
条
〻
書
付
持
参
也
、

右
被
仰
渡
之
条
〻
御
請
申
上
候
、

一
先
達
而
ゟ
随
意
出
勤
被　

仰
付　
　

中
川
備
後
守
・
上
原
丹
波
介

有
之
候
処
、
追
〻
及
老
年
候
ニ
付
、
隠
居
被　

仰
付
賜
物
格
別
之

御
憐
愍
を
以
隠
居
録

（
マ
マ
）四

石
別
段
弐
石
御
加
増
都
合
六
石
被
下

之
、
尤
当
時
相
続
人
無
之
ニ
付
、
御
加
増
有
之
、
相
続
人
相
願
候

上
者
、
御
家
族
禄
被
相
止
候
事
、

右
段
〻
御
憐
愍
之
御
沙
汰
難
有
御
礼
申
上
候
、　
　
　
　

丹
波
介

一
依
願
隠
居
被
仰
付
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
大
和
介

右
一
依
多
年
勤
労
六
位
侍
御
取
立
被　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
隼
人

仰
付
、
小
折
紙
差
出
候
義
、
当
年　

御
重
服
ニ
付
、
被
為
済
後
可

差
出
旨
、
且
御
役
所
被　

免
、
諸
大
夫
詰
所
常
加
勢
被　

仰
付
候

事
、

一
右
同
断
ニ
付
、
長
谷
川
隼
人
御
取　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
刑
部

立
之
後
、
六
位
侍
被　

仰
付
候
旨
被
仰
渡
、
且
御
取
締
相
勤
罷
在

候
処
、
今
度
被　

免
候
事
、

右
、
結
構
ニ
被
仰
付
難
有
御
礼
申
上
候
、
長
谷
川
隼
人
・
村
上
刑
部

一
御
勘
定
役
被　

免
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
西
雅
楽

一
御
納
戸
役
被　

免
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
采
女

一
御
作
事
役
・
御

勝
手
書
記
方

両
役
被　

免
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
主
水

一
御
作
事
役
依
願
被　

免
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
右
兵
衛

一
書
記
方
依
願
被　

免
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
主
斗
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七

　

天
保
七
丙
申
年

右
史
料
か
ら
、
後
半
部
で
勘
定
役
や
納
戸
役
な
ど
の
役
職
を
免
じ
ら
れ

る
者
達
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
に
は
長
谷
川
隼
人
と
村
上

刑
部
が
と
も
に
六
位
侍
に
取
立
と
な
り
、
長
谷
川
は
諸
大
夫
詰
所
に
常
加

勢
と
な
り
、
村
上
が
取
締
の
務
め
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

同
様
に
、
公
久
の
息
実
順
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
五
日
、

三
三
歳
で
没
し
て
、
四
九
日
が
過
ぎ
た
元
治
元
年
一
一
月
二
三
日
条
（
整

理
番
号
一
三
二
一
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
再
勤
後
家
禄
六
位
同
様
被　

下
置
候
処
、
厳
敷　
　

植
田
筑
前
守

　
　
　

御
省
略
中
ニ
ハ
候
得
共
、
格
別
御
憐
愍
ヲ
以
明
年

　
　
　

ゟ
壱
石
御
加
増
同
例
同
様
被　

下
候
事
、

　
　

一
右
同
様
御
近
習
並
被　

下
置
候
処
、
同
断
ニ
付
、　

中
村
安
房
介

　
　
　

明
年
ゟ
玄
米
五
斗
御
加
増
同
列
同
様
被
下
候
事
、

　
　

一
御
鎮
守
掛
被　

免
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
西
薩
摩
介

　
　

一
御
鎮
守
掛
被　

仰
付
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
多
野
縫
殿

　
　

一
御
蔵
方
御
役
所
本
役
被　

仰
付
、　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
外
記

　
　

一
御
作
事
方
被　

免
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
隼
人

　
　

一
明
春
ゟ
御
所
様
御
手
習
役
被　

仰
付
、
長
谷
川
隼
人
・
堀
勘
ケ
由

　
　

一
御
作
事
方
被　

仰
付
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
主
税

　
　

一
明
年
ゟ
厳
敷
御
省
略
ニ
付
、
永
之
御
暇
被　

仰
出
、　

浜
崎
主
水

　
　
　

右
、
久
〻
所
労
ニ
付
、
松
本
雅
楽
へ
相
達
ス

　
　

一
玄
米
五
斗
御
加
増
家
禄
ニ
被　

仰
付
、　
　
　
　
　
　

円
山
主
膳

　
　

一
御
定
禄
半
減
壱
石
五
合
被　

下
、
明
春
ゟ
宿
番
被　

仰
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
西
右
衛
門

　
　

一
明
春
ゟ
奥
勤
被　

召
出
、
家
禄
半
減
弐
石
五
合
被　

湯
口
孝
之
助

　
　
　

下
置
、

　
　
　
　

但
シ
、
是
迄
御
憐
愍
ヲ
以
被　

下
置
候
扶
持
方
被　

止
候
事
、

　
　
　
　

右
之
通
被　

仰
付
候
事
、　
　
　
　
　
　

演
舌　

定
静
・
親
義

　
　

一
右
、
何
レ
茂
難
有
仕
合
御
請
御
礼
申
上
候
、　
　
　
　

交
名
如
前

　
　

一
過
日
ゟ
薙
髪
儀
願
出
候
処
、
暫
之
御
差
留
ニ
相
成

　
　
　

候
処
、
今
日
御
聞
済
之
上
、
尚
亦
一
両
年
御
差
留　
　
　
　

三
河

　
　
　

之
上
願
之
通
老
女
退
役
被　

仰
付
、
更
ニ
若
様
方

　
　
　

御
守
被
仰
、
且
又
格
別
之
思
召
ヲ
以
俸
禄
其
侭
被

　
　
　
　

下
置
候
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一
右
、
難
有
御
請
申
上
候
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　

一
老
女
御
取
立
旧
号
美
濃
と
呼
名
被
下
、　
　
　
　
　

せ
崎
事
美
濃

　
　

一
右
、
難
有
仕
合
御
請
申
上
候
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　

一
当
冬
御
省
略
御
年
限
ニ
付
、
一
流
旧
禄
可
被
下
之
処
、
近
年
殊
之

外
御
物
入
相
心
高
弥
以
御
勝
手
向
御
不
如
意
ニ
付
、
尚
又
来
丑
年

ゟ
巳
年
迄
五
年
之
間
式
格
之
御
倹
約
被　

仰
出
、
右
ニ
付
、
尚
又

是
迄
通
減
禄
被
仰
付
、
乍
併
当
時
節
柄
ニ
付
、
為
御
物
成
御
増
米

之
内
ヲ
以
、
左
之
通
増
被　

下
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　

一
弐
石
宛　
　
　
　

肥
後
守
・
筑
前
守
・
伊
勢
守

　
　
　
　
　
　
　

一
壱
石
八
合
宛　
　

左
衛
門
大
尉
・
安
房
介
・
薩
摩
介

　
　
　
　
　
　
　

一
壱
石
六
合
宛　
　

織
部

　
　
　
　
　
　
　

一
壱
石
宛　
　
　
　

縫
殿
・
外
記
・
雅
楽
・
隼
人
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
ケ
由
・
主
税
・
中
務
・
主
膳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
之
助

　
　
　
　
　
　
　

一
六
合
宛　
　
　
　

美
濃
・
三
河

　
　
　
　
　
　
　

一
四
合　
　
　
　
　

小
頭
金
助
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八

　
　
　

右
、
何
茂
御
請
御
礼
申
上
候
、

右
史
料
に
よ
れ
ば
、
前
半
部
で
は
鎮
守
掛
、
蔵
方
役
所
本
役
、
作
事

方
、
御
所
様
手
習
役
、
老
女
な
ど
の
役
職
に
、
新
人
事
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
後
半
部
で
は
翌
年
よ
り
五
年
間
の
倹
約
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
減
禄
と
さ
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
物
成
増
米
よ
り
諸

大
夫
以
下
に
、
二
石
、
一
石
、
六
合
、
四
合
等
の
割
合
で
下
賜
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
主
の
代
替
わ
り
を
機
に
、
役
職
の

再
編
成
や
家
禄
に
つ
い
て
の
加
増
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

二　

家
政
「
改
革
」
と
家
法

今
出
川
家
の
家
法
に
関
し
て
は
、
す
で
に
拙
稿
（

　13
）
で
寛
政
期
の
家
法

「
家
内
式
目
（

　14
）
」
を
分
析
し
、
も
と
も
と
今
出
川
誠
季
が
家
臣
に
対
す

る
仕
来
り
を
規
定
し
た
も
の
を
孫
の
実
種
が
加
筆
・
整
序
し
て
寛
政
二
年

に
編
纂
し
、
そ
の
後
加
筆
ま
た
は
筆
写
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
こ
で
は
、
家
臣
の
格
式
か
ら
俸
禄
、
供
先
や
代
参
、
来
客
の
事
の
ほ

か
、
政
務
や
所
領
支
配
の
心
得
、
郡
代
・
代
官
・
元
方
・
台
所
・
普
請

方
・
蔵
方
・
納
戸
方
等
の
役
儀
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
規
定
が
な
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
拙
稿
（

　15
）
で
は
、
当
主
実
種
の
命
に
違
背
す
る
諸
大
夫
の
存

在
が
あ
り
、
諸
大
夫
を
は
じ
め
と
し
て
侍
・
近
習
ら
が
徒
党
・
連
判
に
及

ぶ
と
い
う
家
内
騒
乱
が
寛
政
四
年
に
起
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
家
法

成
立
の
背
景
に
、
家
臣
統
制
へ
の
対
策
や
、
家
政
の
秩
序
維
持
の
措
置
と

い
う
危
機
感
の
存
在
を
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
家
法
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
幕
末
に
至
っ
た
か
、
こ

れ
ま
で
未
検
討
で
あ
っ
た
が
、
「
日
次
記
」
に
そ
の
手
が
か
り
の
記
述
が

み
ら
れ
る
の
で
、
や
や
長
大
で
は
あ
る
が
、
次
に
安
政
六
年
一
二
月
朔
日

条
（
整
理
番
号
一
三
〇
一
）
を
引
用
す
る
。

　
　

一
御
使　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
向　

波
多
野
縫
殿
・
長
野
織
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
長
門
守
宅
江

　
　
　

右
者
、
此
度
被　

仰
渡
候　

御
直
書
一
通
、
左
之
通
、

　
　

一
先
代
実
種
公
御
定
目
在
之
ニ
付
、
勘
定
帳
当
春
ゟ
度
〻
可
差
出
様

　
　
　

申
付
候
処
、
漸
此
頃
差
出
之
事
、

　
　

一
家
領
米
無
相
談
茂
多
分
ニ
他
向
江
差
入
之
事
、

　
　

一
元
方
帳
面
借
り
入
帳
出
入
落
脱
之
事
、

　
　

一
改
革
之
義
ニ
付
、
無
勘
定
茂
度
〻
趣
意
相
違
之
事
、

　
　

一
井
上
右
衛
門
江
打
任
候
ニ
付
、
銀
方
気
配
悪
相
成
候
事
、

　
　

一
同
列
之
者
江
無
相
談
も
被
下
米
等
取
斗
候
茂
在
之
候
事
、

　
　

一
舂
米
勘
定
書
差
出
旨
申
付
置
候
処
、
帳
面
不
差
出
之
内
、
無
相
談

　
　
　

も
大
金
借
り
入
、
且
返
済
応
対
之
廉
も
在
之
事
、

　
　

一
舂
米
ゟ
度
〻
勘
定
書
等
可
差
出
候
様
申
付
候
処
、
不
差
出
之
内
退

　
　
　

役
隠
居
願
之
事
、

　
　

一
借
り
入
高
七
、
八
千
両
程
等
申
処
、
莫
太

（
マ
マ
）之

御
借
り
入
高
相
違
之

　
　
　

事
、

　
　

一
元
方
雖
新
役
趣
意
違
在
之
、
内
得
不
致
旨
相
聞
候
事
、

　
　
　

外
ニ
切
紙
ニ
而
口
状
書
一
通
持
参
左
之
通
、

　
　

一
右
ケ
条
心
得
違
ニ
付
、
急
度
御
沙
汰
も
可
在
之
処
、
格
別
御
憐
愍

　
　
　

ヲ
以
無
沙
汰
候
事
、

　
　

一
月
勘
定
五
日
迄
ニ
勘
定
方
江
可
差
出
候
事
、

　
　

一
年
勘
定
毎
年
二
月
中
差
出
可
申
事
、
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九

　
　

一
諸
向
御
借
入
金
銀
返
済
之
儀
同
列
江
茂
相
談
之
上
取
斗
可
申
候
、

　
　
　

且
新
規
御
借
入
之
儀
者
、
尚
又
相
談
之
上
取
斗
可
申
事
、

　
　

一
年
〻
御
収
納
米
高
相
定
候
義
相
談
之
上
可
令
治
定
候
事
、
且
帳
面

　
　
　

差
出
之
事
、

　
　

一
過
日
ゟ
所
労
之
処
、
追
〻
順
快
之
様
相
聞
候
間
、
来
五
日
ゟ
押
而

　
　
　

出
勤
可
致
候
事
、

　
　

一
家
中
向
雑
事
向
後
取
上
申
間
敷
候
事
、

　
　
　
　

右

　
　
　

右
之
通
被　

仰
渡
候
、
右
ニ
付
御
請
書
ニ
被　

差
上
候
様
申
述
候

　
　
　

処
、
何
事
も
不
都
合
之
段
深
奉
恐
入
候
、
右
ニ
付
、
差
控
之
儀
相

　
　
　

伺
申
度
旨
ニ
付
、
両
人
承
り
引
取
申
候
事
、

　
　

一
御
使　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
長
門
守
宅
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
向　

波
多
野
縫
殿

　
　
　

右
者
、
前
ケ
条
書
之
通
被　

仰
渡
候
上
ハ
、
別
段
差
控
ニ
ハ
及
不

　
　
　

申
趣
申
参
候
、
難
有
則
御
請
書
差
上
候
、
左
之
通
、
奉
書
四
ツ
折

表
三
之
紙
、

　
　
　

乍
恐
奉
差
上
御
請
書

　
　

一
御
先
代
様
御
定
目
以
下
御
直
書
を
以
ケ
条
之
廉
々
奉
拝
見
申
上
方

　
　
　

茂
無
御
座
、
不
行
届
之
次
第
深
奉
恐
入
候
、
依
之
厳
重
御
咎
メ
可

　
　
　

被
為
在
哉
ニ
廉
〻
恐
入
罷
在
候
処
、
格
別
之
御
憐
愍
ヲ
以
無
御
沙

　
　
　

汰
、段
〻
被　

仰
渡
微
骨
身
難
有
仕
合
奉
存
候
、且
別
段
ニ
被　

仰

　
　
　

渡
之
次
第
、
是
又
奉
承
服
一
々
謹
而
奉
畏
入
候
、
夫
〻
ニ
被
仰
付

　
　
　

之
条
〻
、
急
度
相
守
可
申
候
、
右
御
請
如
斯
ニ
御
座
候
、
頓
首
、

　
　
　

未
十
二
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
長
門
守
印

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
安
房
介

　
　
　

右
者
、
長
門
守
同
様
ニ
御
尋
之
筋
有
之
候
処
、
新
役
心
ニ
任
兼
〻

儀
も
有
之
候
処
、
新
役
心
ニ
任
兼
候
儀
も
有
之
候
趣
相
聞
候
ニ

付
、
別
段
御
尋
無
之
、
此
後
心
得
違
無
之
精
勤
可
致
様
被　

仰
付

候
事
、

　
　

右
一
統
列
座
ニ
而
被　

仰
渡
候
事
、
石
田
豊
後
守
申
述
候
事
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
豊
後
守
へ

　
　
　

此
度
御
勘
定
目
附
役
被　

仰
付
、
尤
元
方
役
辺
ニ
相
離
レ
居
候
心

　
　
　

得
ニ
而
相
勤
申
候
様
被　

仰
付
処
、
難
有
仕
合
奉
存
候
得
共
、
近

　
　
　

年
莫
太

（
マ
マ
）之

御
大
借
ニ
相
成
、
右
御
役
御
請
申
上
候
而
ハ
大
ニ
心
配

　
　
　

仕
候
、
既
ニ
先
年
吉
治
御
勝
手
向
御
役
相
勤
罷
有
候
処
、　

御
幼

　
　
　

少
之
折
柄
ニ
、
彼
是
悪
敷
目
論
見
ヲ
相
工
同
意
之
者
有
之
、
偽
ヲ

　
　
　

以
外
御
役
江
相
願
候
ニ
付
、
私
共
於
役
所
不
調
法
無
之
様
乍
恐
奉

　
　
　

存
候
、
其
節
退
役
ニ
相
成
、
仍
而
御
勝
手
向
携
不
申
候
、
然
ル
処

　
　
　

近
年
存
外
之
御
大
借
ニ
相
成
候
段
奉
恐
縮
候
、
最
早
及
老
年
諸
事

　
　
　

難
行
届
奉
存
候
間
、
再
三
御
断
申
上
候
処
、
従　

御
先
代
無
之
御

　
　
　

大
借
金
相
成
、
一
入
御
心
配　

思
召
候
間
、
達
而
相
勤
候
様
被　

　
　
　

仰
付
候
ニ
付
、
御
請
申
上
候
事
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
肥
後
守
へ

　
　
　

此
度
勘
定
目
附
役
被　

仰
付
之
事
、
則
御
請
申
上
候
、
尤
一
統
列

　
　
　

座
ニ
而
植
西
近
江
守
・
山
本
筑
後
守
へ
被　

仰
付
、
近
江
介
申
述

　
　
　

候
事
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
門
所
番　

加
藤
金
助

　
　
　

先
達
而
一
代
御
門
所
番
被　

仰
付
候
処
、
此
度
御
改
革
ニ
付
、
向

　
　
　

後
半
季
交
代
之
儀
相
伺
候
様
被　

仰
渡
候
、
尤
勤
向
も
行
届
キ
兼

　
　
　

候
次
第
も
有
之
候
間
、
一
〻
相
成
丈
気
ヲ
付
精
勤
致
シ
候
様
植
西

　
　
　

右
衛
門
ゟ
申
渡
ス
事
、
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一
〇

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
筑
後
守

　
　
　

父
長
門
守
格
別
之
蒙　

御
憐
愍
難
有
御
礼
申
上
候
事
、

右
史
料
の
前
段
か
ら
、
今
出
川
当
主
実
順
（
二
八
歳
、
正
三
位
・
右
近

衛
権
中
将
）
が
近
習
の
波
多
野
縫
殿
・
長
野
織
部
を
使
者
と
し
て
遣
わ

し
、
諸
大
夫
植
田
長
門
守
に
一
〇
ヶ
条
の
直
書
一
通
で
こ
れ
ま
で
の
罪
状

を
、
七
ヶ
条
の
切
紙
一
通
で
今
後
の
措
置
を
植
田
に
告
げ
、
植
田
が
使
者

を
通
じ
て
「
差
控
」
の
確
認
を
す
る
も
の
の
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
こ
と

が
伝
え
ら
れ
、
植
田
が
恐
れ
入
っ
た
旨
、
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。ま

た
史
料
の
後
段
か
ら
、
こ
の
件
を
家
臣
一
統
に
申
し
渡
し
、
侍
中
村

安
房
介
に
精
勤
を
命
じ
、
諸
大
夫
石
田
豊
後
守
に
は
、
当
主
の
幼
少
時
に

悪
事
を
企
て
た
こ
と
か
ら
勝
手
向
か
ら
外
れ
て
き
た
が
、
莫
大
な
借
金
を

抱
え
る
実
情
か
ら
（
高
齢
を
理
由
に
辞
退
し
て
き
た
が
）
職
務
を
請
け
、

こ
の
た
び
勘
定
目
付
役
に
任
命
し
て
元
方
役
か
ら
は
離
れ
て
勤
め
て
き
た

こ
と
、
中
川
肥
後
守
に
は
勘
定
目
付
役
に
任
じ
る
こ
と
、
御
門
所
番
の
加

藤
金
助
に
は
、
一
代
門
所
番
を
命
じ
て
き
た
が
、
こ
の
度
の
「
改
革
」
に

つ
き
、
今
後
半
季
交
代
と
し
精
勤
す
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。

前
段
の
植
田
長
門
守
の
罪
状
に
は
、
祖
父
実
種
の
「
定
目
」
を
踏
ま

え
、
勘
定
帳
を
当
春
か
ら
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
た
が
漸
く
提
出
さ
れ
た

事
、
家
領
米
を
相
談
無
く
他
所
に
移
し
た
事
、
元
方
帳
を
借
入
れ
出
入
落

脱
と
し
た
事
、
勘
定
無
く
改
革
の
趣
旨
に
相
違
し
た
事
、
井
上
右
衛
門
へ

任
せ
て
借
銀
を
膨
ら
ま
せ
た
事
、
同
士
に
相
談
無
く
給
米
を
取
り
計
ら
っ

た
事
、
舂
米
勘
定
書
を
提
出
せ
ず
相
談
無
く
大
金
を
借
入
れ
て
隠
居
を
願

い
出
た
事
、
七
、
八
千
両
程
と
の
申
告
と
は
相
違
し
莫
大
な
借
入
高
で
あ

る
事
、
新
役
の
元
方
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

た
。今

後
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
月
勘
定
は
五
日
ま
で
、
年
勘
定
は
毎
年
二

月
中
に
差
し
出
す
事
、
借
入
銀
返
済
の
こ
と
も
同
列
に
相
談
を
し
、
新
規

借
入
も
相
談
の
う
え
お
こ
な
う
事
、
毎
年
の
収
納
米
高
を
決
め
る
時
に
は

相
談
を
し
て
帳
面
を
差
出
す
事
、
体
調
が
少
し
ず
つ
快
復
し
て
き
た
こ
と

か
ら
来
た
る
五
日
か
ら
は
出
勤
を
す
る
事
、
家
中
の
雑
事
は
今
後
関
わ
ら

な
い
事
な
ど
が
仰
せ
渡
さ
れ
た
。

安
政
期
に
お
い
て
も
、
ま
ず
当
主
実
順
の
祖
父
が
定
め
た
寛
政
期
の
家

法
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
今
回
明
ら
か
に
な
り
、
か
つ
安
政
期
が
今

出
川
家
に
と
っ
て
「
改
革
」
を
目
指
す
家
政
の
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
は
、
七
、
八
千
両
程
と
い
う
莫
大
な
借
入
高
を
抱
え
、
そ
の
要

因
と
し
て
は
、
実
順
の
父
公
久
が
天
保
七
年
に
三
一
歳
の
若
さ
で
没
し
、

幼
い
当
主
に
交
代
し
た
時
に
諸
大
夫
ら
家
来
の
勘
定
帳
の
管
理
不
正
や
浪

費
、
家
領
米
の
横
流
し
等
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
寛
政
期
の
家
法
「
家
内
式
目
」
の
「
元
方
之
事
」
に
は
、

「
専
倹
約
、
万
事
無
費
様
可
令
沙
汰
事
、
」
「
金
銀
借
用
之
事
、
返
済
不

滞
様
可
取
斗
事
、
」
「
定
月
番
毎
月
勘
定
不
可
怠
事
、
」
な
ど
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
さ
に
家
法
に
違
反
す
る
行
為
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

右
史
料
が
記
さ
れ
た
年
の
前
年
（
安
政
五
年
）
に
は
、
幕
府
が
朝
廷
に

求
め
た
日
米
修
好
通
商
条
約
へ
の
勅
許
を
出
す
こ
と
に
反
対
し
、
当
主
実

順
も
列
参
に
加
わ
っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
廷
臣
八
八
卿
列
参
事
件
で
あ

る
。
列
参
の
結
果
、
孝
明
天
皇
が
条
約
締
結
反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
、

参
内
し
た
老
中
堀
田
正
睦
に
勅
許
不
可
を
下
し
、
幕
府
は
勅
許
を
得
ら
れ
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一
一

な
い
ま
ま
条
約
に
調
印
す
る
一
方
、
天
皇
は
条
約
勅
許
を
頑
な
に
拒
否
す

る
姿
勢
を
継
続
し
た
。
こ
の
後
、
幕
府
は
尊
王
攘
夷
派
や
一
橋
派
を
弾
圧

し
（
安
政
の
大
獄
）
、
公
家
側
か
ら
も
多
く
の
処
罰
者
が
出
る
こ
と
と
な

っ
た
。

実
順
は
直
接
の
処
罰
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
処
罰
さ
れ
た
鷹
司

政
通
と
の
姻
戚
関
係
が
あ
り
、
当
事
者
を
親
族
に
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

謹
慎
を
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
内
外
の
危
機
的
な
状

況
の
も
と
、
意
識
的
な
変
化
が
家
政
の
「
改
革
」
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
「
日
次
記
」
安
政
五
年
一
二
月
二
七
日
条
（
整
理

番
号
一
二
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
今
出
川
と
菊
亭
の
両
称
号
を
使
っ

て
き
た
が
、
寛
政
期
以
後
は
今
出
川
を
用
い
、
安
政
五
年
末
以
後
は
菊
亭

の
称
号
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、

実
順
の
「
改
革
」
を
意
識
し
た
表
れ
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
時
期
は
前
後
す
る
が
、
実
順
の
父
公
久
が
当
主
だ
っ
た
時
期
、

「
日
次
記
」
天
保
二
年
二
月
朔
日
条
（
整
理
番
号
一
一
八
九
）
に
は
、
次

の
よ
う
な
家
法
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
の
で
、
引
用
す
る
。

　
　

一
今
夕
方
御
家
中
輩
依　

召
出
仕
候
、
被　

仰
之
趣
如
左
、

　
　
　
　

家
中
之
輩
給
録

（
マ
マ
）之

事
、
従
前
〻
当
人
十
五
歳
已
上
出
勤
之
上
、

　
　
　
　
　
　

諸
大
夫　

八
石
弐
人
扶
持

　
　
　
　
　
　

近
習　
　

五
石
壱
人
扶
持

　
　
　
　

右
定
有
之
処
、
実
子
・
養
子
等
相
続
継
目
之
間
、
甚
難
渋
之
趣

　
　
　
　

相
聞
候
、
依
之
格
別
以
憐
愍
、
已
後
前
書
定
之
通
、
家
録

（
マ
マ
）同

様

　
　
　
　

與
遣
之
間
、
尚
以
可
情
勤
候
、
但
、
扶
持
方
之
儀
者
、

出
勤
後
可
遣
之
事
、

尤
此
後
自
然
無
実

　
　
　
　

子
・
養
子
相
続
於
有
之
者
、
身
分
相
応
之
人
体
を
以
致
取
組
、

　
　
　
　

不
都
合
之
義
無
之
様
可
相
心
得
候
事
、

　
　
　

右
之
通
、
於
申
付
者
、
已
来
勤
方
万
事
可
相
心
得
、
若
心
得
違
之

　
　
　

儀
於
有
之
者
、
急
度
可
申
付
事
、

　
　
　
　

但
、
諸
大
夫
男
初
官
位
後
并
父
子
勤
近
習
父
子
勤
六
位
侍
・
用

　
　
　
　

人
其
外
隠
居
等
之
輩
前
〻
定
之
通
可
相
心
得
候
事
、

　
　
　

二
月
一
日　
　

御
花
押

　
　

右
之
趣
、
御
直
書
を
以
被　

仰
付
、
諸
大
夫
列
席
ニ
而
夫
〻
江
申
達

　
　

候
事
、
尤
若
相
続
之
者
病
気
危
篤
之
節
実
子
無
之
、
養
子
相
続
於
有

　
　

之
者
、
危
篤
之
節
取
組
候
心
得
ニ
而
、
随
而
早
〻
取
組
相
続
無
闕
趣

　
　

相
心
得
可
申
候
、
其
余　

仰
之
趣
以
演
述
夫
〻
江
申
達
候
事
、

今
出
川
公
久
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
の
記
載
と
し
て
、
さ
ら
に
「
日
次

記
」
天
保
三
年
一
二
月
二
五
日
条
（
整
理
番
号
一
一
九
六
）
に
家
法
に
関

す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
以
下
の
記
載
を
掲
げ
る
。

　
　

一
今
度
左
之
通
、
以
御
書
付
被　

仰
渡
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
修
理

　
　
　

依
有
多
年
勤
労
六
位
侍

　
　
　

取
立　
　
　

免
賄
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
隼
人

　
　
　

用
人　
　
　

免
書
記
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
西
雅
楽

　
　
　

賄
方　
　
　

免
蔵
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
主
殿

　
　
　

蔵
方　
　
　

免
納
戸
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
西
義
一
郎

　
　
　

雖
新
家
父
子
勤
以
憐
愍
従
来
其
出
番
、

　
　
　

右
之
通
、
今
度
申
付
之
者
也
、

　
　
　

天
保
三
年
臈
月　
　
　

（
花
押
）

　
　

一
当
家
近
習
之
家

　
　
　
　
　

上
原　

堀　

長
谷
川　

長
野　

中
村

　
　
　

右
、雖
准
旧
家
或
新
家
各
依
経
六
位
侍
、自
今
可
為
旧
家
之
列
事
、
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一
二

　
　

一　
　

本
多

　
　
　

右
、
雖
為
新
家
当
時
依
及
四
代
自
今
可
為
准
旧
家
之
列
事
、

　
　

一　
　

植
西　

松
本

　
　
　

右
、
新
家
之
分
、
父
子
勤
之
儀
従
先
〻
雖
被
禁
之
、
以
憐
愍
自
今

　
　
　

息
及
十
五
歳
之
節
、
以
願
書
出
勤
之
儀
可
相
願
、
但
、
其
父
之
依

　
　
　

人
柄
勤
向
并
依
本
人
人
柄
不
及
其
沙
汰
事
、

　
　
　
　
　

但
、
其
余
已
後
若
取
立
之
新
家
於
有
之
者
、
非
此
定
可
有
時

　
　
　
　
　

宜
、

　
　
　
　
　
　

養
子
之
事

　
　

一
諸
大
夫
一
統
并
旧
家
近
習
之
輩
、
年
齢
四
十
歳
以
前
、
従
他
家
年

　
　
　

長
之
養
子
停
止
之
事
、

　
　
　
　
　

但
、
近
習
及
年
長
尚
勤
之
人
体
、
以
其
心
得
猥
不
可
及
沙
汰

　
　
　
　
　

事
、

　
　

一
雖
為
幼
少
養
子
、
相
成
丈
実
子
相
見
合
可
相
続
、
且
身
分
不
相
応

　
　
　

之
養
子
堅
有
間
敷
事
、

　
　

一
諸
大
夫
年
長
之
養
子
者
、官
位
昇
進
之
後
間
其
心
得
可
為
肝
要
事
、

　
　

一
新
家
近
習
之
輩
、
年
齢
五
十
歳
以
前
、
年
長
養
子
可
為
停
止
、
雖

　
　
　

為
幼
少
養
子
及
十
五
歳
之
時
、
父
凡
不
及
四
十
歳
者
、
是
又
出
勤

　
　
　

相
願
之
儀
、
格
別
之
無
子
細
者
、
不
可
有
其
儀
之
事
、

　
　
　

天
保
三
年
臈
月　
　
　

（
花
押
）

　
　

一
夫
〻
被　

仰
渡
銘
〻
難
有　

御
請
申
上
候
、
且
一
統
江
被　

仰
渡

　
　
　

之
趣
、
是
又
一
統
難
有
御
請
申
上
事
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
女
出
雲

　
　
　

多
年
誠
実
之
勤
向
依
之
従
来
春
御
切
米
五
斗
御
加
増
被　

仰
付
候

　
　
　

事
、

　
　

一
右
、
難
有
仕
合
御
請
申
上
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

前
述
し
た
寛
政
期
の
家
法
「
家
内
式
目
」
に
は
、
「
棒（

俸
）禄

之
事
」
に
つ

い
て
、
「
諸
大
夫
禄
家
督
八
石
、

部
屋
住
六
石

、
六
位
侍
禄
六
石
、
近
習
禄
五
石
、
部
屋
住

三　

石

」
な

ど
と
記
さ
れ
、
「
家
内
式
目
」
に
は
、
諸
大
夫
が
八
石
、
近
習
が
五
石
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
諸
大
夫
・
近
習
に
「
弐
人
扶
持
」
「
壱
人
扶
持
」
が

加
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
概
ね
寛
政
期
の
規
定
が
堅
持
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
し
て
寛
政
期
家
法
の
「
家
中
家
之
格
式
」
に
は
「
諸
大
夫
之
輩
、
於

実
子
者
不
抱
新
古
、
不
経
近
習
而
元
服
之
後
可
申
初
官
位
事
、
」
「
雖
養

子
、
少
年
之
輩
者
如
実
子
、
若
成
長
之
上
為
養
子
者
、
旧
家
之
輩
、
則
近

習
之
上
、
新
家
之
輩
、
加
近
習
列
、
勤
仕
及
三
四
年
之
後
、
其
人
柄
無
子

細
者
、
可
令
申
初
官
位
事
、
」
「
雖
譜
代
家
、
不
相
続
之
輩
及
数
輩
者
、

其
家
可
為
断
絶
事
近
年
松
本
家

之
類
也
、

」
等
と
相
続
に
係
わ
る
規
定
が
あ
り
、
天
保
期

の
実
情
と
し
て
は
、
家
臣
の
再
生
産
が
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
お
り
、

「
病
気
危
篤
」
の
末
期
の
養
子
に
つ
い
て
は
事
前
の
措
置
を
検
討
し
て
お

く
こ
と
で
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

実
際
、
寛
政
期
の
「
家
中
家
之
格
式
」
に
は
「
近
習
家
及
四
五
代
者
、

各
為
旧
家
、
但
、
近
年
以
旧
号
取
立
之
家
者
、
以
取
立
之
人
可
為
初
代

事
、
」
「
当
時
近
習
旧
家
之
分
、
山
本
・
湯
口
・
村
上
・
川
口
等
也
、
准

旧
家
者
、
波
多
野
・
中
村
・
長
野
等
也
、
新
家
者
、
堀
・
本
多
・
長
谷

川
・
上
原
・
三
輪
・
中
川
等
也
、
」
「
新
家
取
立
猥
有
間
敷
事
、
以
旧
号

雖
取
立
、
格
別
無
子
細
者
不
可
有
其
儀
事
、
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
新
家
の
取
立
は
厳
に
お
こ
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
一
方
、
寛
政
期
の

時
点
で
は
准
旧
家
に
当
た
っ
た
長
野
・
中
村
、
新
家
で
あ
っ
た
上
原
・

堀
・
長
谷
川
が
旧
家
の
列
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
「
近
習
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三

家
及
四
五
代
者
」
の
規
定
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
寛
政
期
の
規
定

を
受
け
て
、
世
代
交
代
を
続
け
な
が
ら
、
准
旧
家
の
一
部
の
家
格
が
上
昇

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
天
保
二
年
の
規
定
で
は
一
度
「
病
気
危
篤
之
節
実
子
無
之
、
養

子
相
続
於
有
之
者
」
と
や
や
緩
和
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
翌
天
保
三
年
に

は
「
年
齢
四
十
歳
以
前
、
従
他
家
年
長
之
養
子
停
止
之
事
」
と
し
て
、
あ

く
ま
で
も
家
司
ら
の
家
督
を
早
期
に
立
て
円
滑
な
相
続
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（

　16
）
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
今
出
川
家
諸
大
夫
・
侍
の
記
し
た
役
所
日
記
「
日
次
記
」

の
記
述
を
も
と
に
、
幕
末
期
の
今
出
川
家
の
家
政
に
つ
い
て
一
考
察
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
、
常
に
寛
政
期
の
家
法
「
家

内
式
目
」
が
前
提
と
さ
れ
、
家
臣
の
編
成
・
統
制
に
お
い
て
重
要
な
規
準

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
天
保
期
、
安
政
期
に

そ
れ
ぞ
れ
当
主
に
よ
る
家
法
に
か
か
わ
る
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
特
に
後

者
の
安
政
期
に
は
家
政
「
改
革
」
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

幕
末
期
の
今
出
川
家
で
は
当
主
が
若
く
し
て
早
世
す
る
と
い
う
こ
と
が

重
な
り
、
今
出
川
尚
季
が
二
九
歳
、
公
久
が
三
一
歳
、
実
順
が
三
三
歳

と
、
い
ず
れ
も
若
く
し
て
亡
く
な
る
事
態
が
続
き
、
「
改
革
」
の
実
効
性

が
ど
こ
ま
で
み
た
か
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
当
主
が
若
く
し
て
亡
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
諸
大
夫
が
勘
定
帳
の
管
理
不
正
や
浪
費
、
莫
大
な
借
金

を
重
ね
、
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
公
久
・
実
順
の
跡
を
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
脩
季
は
、
元
治
元
年
に
未
だ
わ
ず
か
九
歳
で
あ
っ
た
。
当
然
、

そ
こ
に
は
家
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
諸
大
夫
は
じ

め
家
臣
ら
の
統
制
と
と
も
に
、
自
律
的
な
運
営
が
必
要
と
さ
れ
る
事
態
で

あ
っ
た
。

最
後
に
、
「
日
次
記
」
慶
応
元
年
十
月
朔
日
条
（
整
理
番
号

一
三
二
五
）
を
引
用
し
て
論
述
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

一
今
日
列
席
ニ
而
左
之
通
、
御
達
之
事
、

　
　

一
前
〻
御
定
壁
書
之
御
趣
意
、
堅
相
守
可
申
候
事
、

　
　

一
故
中
納
言
様
御
定
之
条
〻
、
且
又
堅
相
守
可
申
候
事
、

　
　

一
当
御
所
様
御
表
江
被
為　

成
候
節
、
決
而
不
敬
之
儀
仕
間
敷
候
事
、

　
　

一
諸
勝
負
事
堅
停
止
之
事
、

　
　

一
御
用
之
外
、
上
下
御
錠
口
其
外
等
ニ
而
男
女
雑
談
無
用
之
事
、

　
　

一
仲
番
所
・
御
台
所
等
ニ
而
雑
談
昼
寝
等
堅
致
間
敷
候
事
、

　
　

一
不
寄
何
事
新
規
取
扱
之
儀
者
、
時
之
惣
奉
行
江
申
入
、
下
知
相
請

　
　
　

候
上
、
可
取
斗
候
事
、

　
　
　
　

乙
丑
十
月

　
　
　

右
、
御
達
ニ
付
、
一
片
御
請
書
差
上
候
、
如
左
、

　
　

一
故
御
所
様
御
定
置
之
、
廉
〻
并
今
度
被　

仰
渡
之
条
〻
堅
相
守
可

　
　
　

申
候
、
且
不
寄
何
事
ニ
、
諸
向
往
来
新
規
之
儀
者
勿
論
に
て
、
銘

　
　
　

〻
役
前
之
雖
為
所
置
、
都
而
一
〻
時
之
執
政
江
申
入
、
御
差
図
之

　
　
　

取
斗
可
仕
候
、
決
而
自
分
一
己
之
了
簡
ヲ
以
取
斗
仕
間
敷
候
、
自

　
　
　

然
向
後
不
都
合
之
筋
エ
有
之
、
蒙　

御
差
当
候
共
、
其
節
一
言
之

　
　
　

申
分
ケ
無
御
座
候
、
為
其
一
紙
調
印
仕
置
候
、
以
上
、

　
　
　

年
号
月
日　
　
　

植
田
筑
前
守
印
（
以
下
家
司
十
五
名
名
前
略
）

　
　
　
　

中
川
肥
後
守
殿
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四

　
　

前
書
之
通
、
調
印
取
之
置
候
、
尚
都
而
新
規
之
儀
者
、
私
ゟ
其
節
〻

　
　

被　

伺
可
沙
汰
致
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
肥
後
守
印

　
　
　

右
一
紙
、
奥
向
上
ケ
置
事
、

右
史
料
に
よ
れ
ば
、
当
主
今
出
川
脩
季
の
達
し
と
し
て
仰
せ
渡
さ
れ
、

諸
大
夫
植
田
筑
前
守
以
下
家
司
十
五
名
が
請
書
を
し
て
提
出
し
、
さ
ら
に

諸
大
夫
中
川
肥
後
守
が
こ
の
達
し
を
奥
向
へ
も
上
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

条
文
に
は
、
「
前
〻
御
定
壁
書
」
「
故
中
納
言
様
御
定
之
条
〻
」
と
記

さ
れ
、
前
者
は
、
寛
政
期
に
今
出
川
実
種
の
制
定
し
た
家
法
「
家
内
式

目
」
が
「
壁
書
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
を
遵

守
す
る
こ
と
が
規
範
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
後
者
は
、

当
主
今
出
川
脩
季
の
父
実
順
の
制
定
し
た
「
御
定
」
を
表
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
、
同
様
に
そ
の
規
定
も
遵
守
す
る
こ
と
が
達
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
今
出
川
家
の
家
政
に
お
い
て
は
、
寛
政
期
の
家
法
と
安
政
期

の
家
法
に
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
特
に
後
者
の
安
政
期
の
場
合
、

家
政
の
「
改
革
」
を
意
図
さ
れ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
菊
亭
文
庫
」
の
「
日
次
記
」
に
は
、
他
の
公
家
と
の
交
際
・
儀
礼
の

ほ
か
、
領
地
の
百
姓
と
の
関
係
記
事
、
経
済
向
な
ど
の
記
載
が
確
認
で
き

る
が
、
も
は
や
紙
幅
が
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）
図
書
寮
文
庫
、
柳
―
七
二
四
。

h
ttp

s://sh
ory

ob
u

.k
u

n
aich

o.g
o.jp

/T
osh

ory
o/

V
iew

er/1000450740000/f6329fe398b44ea699a35fffc4358fa7

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
三
〇
日
確
認
）
。

（
2
）
拙
稿
［
二
〇
二
二
］
「
幕
末
期
公
家
の
家
臣
編
成
と
掟
―
「
柳
原
家
文

書
」
を
中
心
に
―
」
（
『
桜
美
林
大
学
研
究
紀
要 

人
文
学
研
究
』
二

号
）
。

（
3
）
箱
石
大
［
一
九
九
三
］
「
近
世
堂
上
家
家
臣
の
編
成
形
態
に
つ
い
て
―
清

華
・
広
幡
家
の
家
臣
を
事
例
と
し
て
―
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
二
七
）
、
藤
實
久
美
子
［
一
九
九
九
］
「
近
世
後
期
西
園
寺

家
の
家
臣
―
諸
大
夫
を
中
心
に
―
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』

一
〇
）
、
西
村
慎
太
郎
［
二
〇
〇
三
］
「
近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家

の
雑
掌
に
つ
い
て
―
蔵
人
所
衆
地
下
官
人
袖
岡
文
景
『
家
記
』
を
事
例
に

―
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
三
四
）
、
田
中
潤
［
二
〇
〇
七
］
「
門
跡

に
出
入
り
の
人
び
と
」
（
『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
』
八
、
吉
川
弘
文

館
）
、
中
村
佳
史
［
二
〇
〇
七
］
「
摂
家
の
家
司
た
ち
」
（
『
身
分
的
周

縁
と
近
世
社
会
』
八
）
、
松
田
敬
之
［
二
〇
一
四
］
「
幕
末
・
維
新
期
に

お
け
る
摂
家
一
条
家
家
臣
団
の
動
向
と
朝
臣
意
識
」
（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
三
―
五
『
近
世
の
摂
家
・
武
家
伝
奏
日
記
の

蒐
集
・
統
合
化
と
史
料
学
的
研
究　

平
成
22
～
25
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
』
研
究
代
表
者
：
松
澤
克
行
）
な
ど
。

（
4
）
拙
稿
［
二
〇
一
〇
］
「
近
世
公
家
の
家
内
式
目
と
家
臣
統
制
―
清
華
家
・

今
出
川
家
を
中
心
に
―
」
（
『
東
京
家
政
大
学
人
間
文
化
研
究
所
研
究

紀
要
』
四
、
の
ち
拙
著
『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
に
再
録
）
、
拙
稿
［
二
〇
一
二
］
「
近
世
公
家
の
家
内
騒
動

と
家
臣
統
制
」
（
『
東
京
家
政
大
学
人
間
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
』
六
、

の
ち
『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
に
再
録
）
。
拙
稿
［
二
〇
一
七
］

「
近
世
摂
家
の
家
臣
統
制
と
家
内
秩
序
―
享
保
期
、
一
条
家
の
家
内
騒
動

と
家
法
を
中
心
に
―
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
七

（
の
ち
拙
著
『
近
世
の
公
家
社
会
と
幕
府
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
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一
五

に
再
録
）
。

（
5
）
前
掲
注
（
3
）
箱
石
「
近
世
堂
上
家
家
臣
の
編
成
形
態
に
つ
い
て
―
清

華
・
広
幡
家
の
家
臣
を
事
例
と
し
て
―
」
。

（
6
）
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
「
菊
亭
文
庫
」
に
は
、
分
析
対
象
と
す
る
記
録

一
九
九
冊
が
、
天
保
二
年
か
ら
明
治
七
年
ま
で
の
「
日
次
記
」
（
整
理
番

号
一
一
八
九
～
一
三
五
六
）
、
明
治
八
年
か
ら
明
治
三
〇
年
ま
で
の
「
日

記
」
「
日
誌
」
「
御
日
記
簿
」
（
整
理
番
号
一
三
五
七
～
一
三
八
七
）
が

残
っ
て
い
る
。

（
7
）
国
立
史
料
館
編
［
一
九
八
〇
］
『
寛
文
朱
印
留
』
（
東
京
大
学
出
版

会
）
。

（
8
）
前
掲
注
（
4
）
拙
稿
「
近
世
公
家
の
家
内
式
目
と
家
臣
統
制
―
清
華
家
・

今
出
川
家
を
中
心
に
―
」
、
同
「
近
世
公
家
の
家
内
騒
動
と
家
臣
統

制
」
。

（
9
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
実
種
公
記
」
（
徳
大
寺
―
四
一
―

二
三
）
。

（
10
）
寛
政
期
の
家
臣
の
場
合
、
「
禎
子
付
」
と
い
う
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
水

戸
家
か
ら
輿
入
れ
し
た
禎
子
に
付
い
て
今
出
川
家
に
入
っ
た
家
臣
の
存
在

も
一
部
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）
「
日
次
記
」
安
政
六
年
一
一
月
朔
日
条
（
整
理
番
号
一
三
〇
一
）
に
よ
れ

ば
、
京
極
朗
徹
は
江
戸
屋
敷
の
火
災
を
理
由
に
助
成
を
断
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
日
次
記
」
安
政
五
年
一
〇
月
六
日
条
（
整
理
番
号
一
二
九
七
）
に

よ
れ
ば
、
高
松
藩
主
松
平
讃
岐
守
頼
種
か
ら
の
書
翰
が
記
さ
れ
、
近
年
の

損
耗
や
天
災
な
ど
を
理
由
に
、
今
出
川
家
へ
の
助
成
を
断
る
旨
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

（
12
）
今
出
川
晴
季
女
が
本
圀
寺
一
七
世
大
僧
正
と
な
っ
て
い
る
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
所
蔵
「
今
出
川
家
譜
」
、
四
一
七
五
―
二
〇
一
）
。

（
13
）
前
掲
注
（
4
）
拙
稿
「
近
世
公
家
の
家
内
式
目
と
家
臣
統
制
―
清
華
家
・

今
出
川
家
を
中
心
に
―
」
。

（
14
）
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
「
菊
亭
文
庫
」
（
整
理
番
号
一
一
五
八
）
。

（
15
）
前
掲
注
（
4
）
拙
稿
「
近
世
公
家
の
家
内
騒
動
と
家
臣
統
制
」
。

（
16
）
「
家
中
家
之
格
式
」
に
は
「
家
督
無
之
時
、
後
家
江
相
続
相
願
候
」
と
い

う
規
定
が
あ
り
、
家
督
が
無
い
場
合
に
は
後
家
が
相
続
を
お
こ
な
う
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
付
記
）

専
修
大
学
図
書
館
に
は
、
「
菊
亭
文
庫
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
大
変
御
世
話
に

な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。


